
           

審査員特別賞 
① 団体名

（学校、企業、NGO/NPOなど）

よみがな たかおかしりつ なかだちゅうがっこう 

高岡市立 中田中学校 

② 代表者ご連絡先

③ 活動名（タイトル）
よみがな  げんじぼたるのほぜんかつどうからかんきょうもんだいをかんがえるかつどう 

ゲンジボタルの保全活動から環境問題を考える活動 

④ 活動場所（様子や環境など）

高岡市立中田中学校 ホタル増殖場、学校周辺、校区全域 

⑤ 活動したこどもの人数・学年
（例：小学○年生 ○人、 中学○年生 ○人 ） 

科学部７名を含め、中学２年生４５人、中学３年生４７人、 

⑥ 活動継続年数
 2018年 4月 1日 ～ 2019年 3月 31日（通年） 

上記の期間に    回実施した。 

⑦ 活動グループ（学校・企業・NGO/NPOなど）の紹介（400字程度以内で簡潔に）

自然豊かな庄川のほとり、富山県高岡市中田地区に位置する中学校です。中庭には、郷里（ふるさとと読む）の泉

(学校ビオトープ)があり、県の天然記念物に指定されているゲンジボタル、トミヨ、アシツキが生息しています。 

科学部では、中田地区記念物保存会の依頼を受け、昭和４６年からアシツキ、トミヨ、ゲンジボタル・ヘイケボタ

ルの研究・保護活動を続けてきました。昭和５１年１月には、日本学生科学賞内閣総理大臣賞を受賞したり、平成１

６年６月には、高岡市で開催された全国ホタル研究大会で発表したりしました。昨年度より、生物多様性保全推進モ

デル校の指定を受け、活発に活動しています。今年は、環境大臣の地域環境保全功労者表彰を受賞しました。 

平成７年に完成した「郷里の泉」は一般にも公開されており、ゲンジボタル、トミヨ、アシツキ等の生物を、身近

なものとして感じることができます。科学部に限らず、「郷里の泉」は全校生徒の自慢であり、日々の生活で豊かな

自然を感じることのできる中田地区の象徴となっています。 

⑧ 活動の概要（600字程度以内で簡潔に）

 科学部では、昭和４６年から、ゲンジボタルの飼育、研究を続けています。ゲンジボタルの保護活動は、４０年以

上の歴史がありますが、近年は部員数が不足するなどして活動が途絶えた年もありました。そこで、ゲンジボタルの

飼育施設の更新を行ったり、飼育方法の見直しを行ったりしています。また、部員が経験から学んだ水辺環境の大切

さを、より多くの人に知ってもらいたいと思い、ホタルガイドツアーを新たに実施したり、校内外で発表活動を行っ

たりしています。全員ホタル飼育活動やホタルサポーターズ活動を立ち上げたりして、科学部以外の生徒もホタルの

保全活動に参加できる機会を工夫し、全校生徒や中田地区全体に広がるよう取り組みを行っています。 

１．全員ホタル飼育体験  ２．ゲンジボタルのガイドツアー活動 

３．校内ホタルサポーターズ活動 ４．外部講師による独自研修会活動 

５．地域諸団体との連携活動  ６．郷里の泉(学校ビオトープ)でのホタル復活活動 

地域諸団体と協力しながら「ゲンジボタルの保全活動から考える環境問題」等に取り組んでいます。 

※この用紙には、活動したこどもたちの先生や団体の代表（おとな）が記入してください。

※受賞団体の活動報告書等は、環境省のホームページへの掲載等、広報活動に活用させていただきます。
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⑨ 活動の目標を記入してください。（300字程度以内で簡潔に） 

・ゲンジボタルの幼虫飼育を体験したり、ゲンジボタルガイドツアーに参加したりして、ゲンジボタルの生息状況や生息環

境（水辺環境）に興味をもつ人を増やす。 

・ゲンジボタルを飼育・繁殖させ、地域の河川や学校の中庭（郷里の泉）に放流し、たくさんのホタルが見られるようにす

る。できれば、郷里の泉にホタルを乱舞させ、中田のホタルのシンボルにしたい。 

・ゲンジボタルに関する活動を通して、地域諸団体とつながり、一体となって中田地区の環境を守っていく活動を行う。 

 

⑩ 活動の内容や調べたことを記入してください。写真やイラストなども添付してください。（2000字程度以内で簡潔に） 

ゲンジボタルの飼育・繁殖活動 

毎年６月中旬にゲンジボタルのメスとオスを捕獲し、学

校の敷地内にあるホタル増殖小屋で卵を産卵・孵化させ、

幼虫を育てている。成長した幼虫を、「郷里の泉」や校区

の東部を流れる農業用水である旧六ヶ用水に放流してい

る。一部の幼虫は、ホタル増殖小屋でそのまま飼育し、翌

年春に上陸用陸地をつくった飼育箱で上陸させ、成虫になる

まで育て産卵させている。 

 

１．全員ホタル飼育体験 

 毎年、２年生全員が一人数匹から数十匹の幼虫を育てる。各自の担当する幼虫の

世話や観察を行い、飼育を体験する。初めは嫌がっていた女子生徒も、世話をする

ことで愛着を持つようになり、ペットを育てている感覚になっていった。 

 

２．ゲンジボタルのガイドツアー活動 

 科学部主催ゲンジボタルのガイドツアーを実施し、ゲン

ジボタルの一生や、幼虫の育て方、餌等について説明したり、実物を観察したりしている。

解説のあと、学校近くの新開川に移動し、乱舞するホタルを見る。参加者した方からは、

「ホタルのことがよく分かった」「たくさんのホタルに感動した」などの感想をいただい

ている。一般の参加者も増えてきた。 

 

３．校内ホタルサポーターズ活動 

 科学部以外の生徒も積極的に活動に参加できるよう校内ホタルサポーターズを結成し

た。生息数調査や独自研修会活動、環境保全活動などに参加できるようにした。 

  

４．外部講師による独自研修会活動 

地域の専門家や研究者を講師に招いて、独自研修会を実施している。中田地区記念物保存会の先生方に講師をして

いただいたり、富山大学の先生に講演をしていただいたりしている。ホタルサポーターズのメンバーにも案内し、毎

回数名が参加している。 

 

５．地域諸団体との連携活動 

  反保島地区では、水質や水生生物の調査を小学生と一緒に行って、経年変化を調査してい

る。中田地区記念物保存会のホタルツアーや一斉調査に参加協力している。 

 

６．郷里の泉(学校ビオトープ)でのホタル復活活動 

全員ホタル飼育で育てた幼虫を放流したり、水質や水辺環境を調査したりして、ホタルが育つ環境の調査・保全に

務めている。毎年数匹のゲンジボタルを観察しているが、数え切れないほどのゲンジボタルが乱舞する郷里の泉を作

っていきたい。 

※活動したこどもたちの意見・考えを取りまとめて、先生や団体の代表が記入してください。 



 

⑪ 活動で工夫したこと・気づいたことなどを記入してください。（800字程度以内で簡潔に） 

・今年度は、水換えを増やしたり、水道水を使ったり、餌のカワニナをきれいな水で育ったものを使ったりしたので、

幼虫に付く虫はほとんど発生しなかった。 

・カワニナ増殖場を整備し、カワニナを飼育した。カワニナがあまり増えなかったので、結局昨年同様の餌不足にな

った。サイズの大きなカワニナはたくさん確保できるが、中くらいの大きさのカワニナを確保するのが一番難しい。 

・科学部の部員だけでなく、よい多くの生徒にゲンジボタルの活動について知ってもらうために、全員ホタル飼育体

験や校内ホタルサポーターズ活動を行った。全員ホタル飼育体験では、第２学年の生徒全員が１人１セットでホタル

の幼虫を育てた。動物飼育経験のない生徒が多く、初めのうちは、幼虫の形状に拒否感を持つ女子生徒が多かった。

しかし、世話をするうちにゲンジボタルの幼虫に愛情を感じるようになっていた。校内ホタルサポーターズ活動では、

科学部に所属していない生徒でも、自主的に飼育活動や研修活動に参加できる形式にした。ミーティングは短時間な

のでたくさんの生徒が参加してくれるが、環境保全活動や研修会活動は時間が長いために参加する生徒はあまり多く

ない。忙しい生徒でも参加しやすい活動を工夫していきたい。 

・ゲンジボタルのガイドツアーを実施した。実際に見たり、さわったりしながらゲンジボタルについて学習する機会

になるようにした。水辺環境に興味をもち、多様性の保全について考える機会にしたいと考えた。あんどんを製作し

たり、ラジオなどで宣伝したりしたので、参加者は次第に増えた。今年度２回目は、４０人ほどの一般の方が参加さ

れ、大変満足して帰られた。小学生の参加者が増えてきたので、小学生を飽きさせないガイド技能について学習して

いきたい。 

・活動の様子は、校内だけでなく、中田地区、富山市、東京などでの発表会、高岡市理科学習発表会などの校外で積

極的に紹介した。また、活動や紹介の様子を校内掲示したり、大型テレビで紹介したり、学校や環境関連団体のホー

ムページに掲載したりして、多くの人にゲンジボタルのことや科学部の活動を知ってもらえるようにした。 

 

 

 

⑫ 活動からわかった課題、自分たち「こどもホタレンジャー」にできることを記入してください。 

（800字程度以内で簡潔に） 

 

・全員ホタル飼育体験は、１人１人が責任を持ってホタルの幼虫を育てることので、

大変有意義である。また、幼虫を育てるのに水辺環境を整えることの重要性を体験

的に学習したり、命を大切にすることを学習したりすることができる。多くの生徒

が自分の幼虫に愛着を持つようになった。しかし、世話にかける時間が限られ、死

亡する幼虫が多い。そこで、機械やコンピュータなどを活用する技術を工夫し生存

率を高めたい。また、このような体験を校内の生徒だけでなく、一般の方々にも体

験できるようになれば良いと思った。 

 

・宣伝活動の効果があり、ゲンジボタルガイドツアーに参加される方々が増えてきた。引き続き、活動の宣伝を工夫

していきたい。また、保護者と一緒にたくさんの子供達が参加するようになった。参加した子供達が、決まりを守っ

てホタルとふれ合うことを学習するとともに、学習に飽きさせないような方法や掲示、道具を工夫していきたい。 

 

・外部講師による独自研修会では、中田地区の農家の方々に協力していただいて、除草時期や農薬散布時期を調整し

ていると聞いた。しかし、近年は農業の規模拡大や営農組合化が進んでおり状況が変わっている。現在の状況を再調

査し、ホタルの状況を説明することで、できる範囲での協力を呼びかけていきたい。 

 

・ホタルの生育している水辺環境は、場所によってかなり違うことが分かった。ホタルサポーターズ活動を通して、

新開川などの清掃活動を行ってきた。用水や排水路での実験には管理の許可が必要なので、中学校が管理する中庭で

川岸を改良する実験を進めることにした。自分達の手近にある郷里の泉で、多数のホタルを復活させ、ゲンジボタル

の里として有名な中田地区のシンボルとなるようにしたい。 

 

※活動したこどもたちの意見・考えを取りまとめて、先生や団体の代表が記入してください。 
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